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行 事 を 終 え て

校 長 佐 藤 隆 行

霜月となり、北海道からは初雪のたよりが聞かれ

るようになり横浜でも朝晩はめっきり寒くなりまし

た。今年は、台風の上陸がなかったために紅葉の鮮やかさが一段と増したよう

です。

小・中地域交流体験学習会では、小中学校、地区センター、ケアプラザを活

用して幅広く交流を深めることができました。来年度は、今年実施して改善し

たほうがよい部分を直してよりよいものにしていきたいと思ってます。

月 日には学校評議員会が開催されました。前期を振り返り、後期の行10 31

事の説明をさせていただき、全国や横浜市の学習状況調査の結果を説明しまし

た（この学校だよりでお知らせします 。 また、学校の様子をお話しし、ご）

質問やご意見を伺いました。次回は年度末に開催し、学校評価をしていただく

予定です。

日にありました授業参観・進路説明会には多くの保護者の方に参加をして1

いただき、ありがとうございました。今年度は試みとしてアンケートを採らせ

ていただきました。その集約したものは「学校だより」などでお知らせしてい

きたいと思っています。また、 月には学校評価ということで、生徒･保護者12

の皆様方にアンケートを実施する予定です。これは、横浜版学習指導要領の実

、 、施にともない 学校教育目標の見直しをしますが

その資料にさせていただきますので、学校に対す

るご意見をいただけたらと思っています。よろし

くお願いします。

学校便り



全国学力・学習状況調査の結果について
平成２０年４月に小学校６年生、中学校３年生を対象に実施した全国学力・学習状況調

査の結果がまとまりました。

この調査の目的は、全国的な義務教育の機会均等と水準向上のため、生徒の学力・学習

状況を把握・分析することにより、教育の結果を検証し、改善を図ることです。

なお、今回の調査により測定できるのは国語と数学の２教科の学習の状況や生活の様子

の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。この調査に一喜一

憂することなく、生徒一人ひとりの力をつけることに、引き続き取り組んでまいります。

地域・保護者のみなさまには、本調査の趣旨を十分にご理解した上で、今後の教育活動

にご支援ご協力を賜りますようおねがいします。

＊調査内容 教科に関する調査（国語 ・ 、数学 ・ ）A B A B

Ａ：主として「知識」に関する問 Ｂ：主として「活用」に関する問

題 題

・身に付けておかなけれ ・知識・技能を実生活の

ば後の学年の学習内容 様々な場面に活用する国語Ａ 国語Ｂ

に 影響を及ぼす内容 力

・実生活において不可欠 ・様々な課題解決のため

、 、であり、常に活用でき の構想を立て 実践し

るようになっているこ 評価・改善する力など数学Ａ 数学Ｂ

とが望ましい知識・技

能など

＊教科別学習状況調査結果（平均正答率：％）

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

横浜市 73.4 62.3 63.7 50.2

73.2 61.1 62.6 48.6県

国 73.6 60.8 63.1 49.2

＊本校の調査結果の概要…… 国語及び数学は、国、県、横浜市の結果を上回っている。

【 国 語 】

〈 〉 〈 〉Ａ問題の結果に対する考察 Ｂ問題の結果に対する考察

基本的な言語知識に関しての理解度は 資料や文章を活用し、内容をまとめた

高く、平均の正答率は ％に迫るもの り特徴を捉えたりすることができてい80
である。よって、基本的な知識について る。しかし、自ら情報を伝える場合に、

は概ね身についていると思われる。これ どの資料や言葉を選択すれば適切か、と

は、普段からのプリントなどで知識につ いう判断が難しいという傾向にある。長

いて理解度を確認していることや、定期 く記述する問題に関しても、半分ほどの

テストで復習的な内容に取り組んでいる 正答率であった。

成果であろう。



高い正答率を示した内容 低い正答率を示した内容・ ・

類義語や慣用句、歴史的仮名遣いなど 辞書を活用して語句の意味を正しく理

の言語知識の分野 解する問題と、資料の内容を書き換えて

・適切な語句を選択する（彼の性格を考 伝わりやすくする問題。

えると、おそらく来ないだろう）は全 ・話の構成に注意しながら的確に聞き取

員が正答をした。 るが課題とされる。

＊今後の取組み

現在の進度を乱すことなく、今回課題として示された項目は、授業の内容で触れ

ることがあれば、その都度重点的に取り組んでいく。また、定期テストなどで区切

りをつけず、確実に理解できるように、何度もプリントを作成したり、小テストを

行ったりする。

【 数 学 】

〈 〉 〈 〉Ａ問題の結果に対する考察 Ｂ問題の結果に対する考察

計算問題に関しては、単元ごとにプリ 図形の証明問題や比例・反比例などの

ント学習や小テストを実施してきたの 関数問題が弱い傾向にある。ただ、図形

で、表現・処理能力は比較的、身に付い の内角・外角などの角度を求める知識・

ていると思われる。 理解問題に関しての理解度は高い。

高い正答率を示した内容 低い正答率を示した内容・ ・

数量関係や数と式などの表現処理問題 比例・一次関数などの関数や図形の証。

全国よりかなり高い 明問題。

・等式ｘ＋２ｙ＝６を、ｙについて解く 全国と同様課題

・平行四辺形になるための条件を、記号 ・５つの湖から２つの湖を選ぶ組み合わ

を用いて表す。 せの総数を求める。

＊今後の取組み

今の進度を保ちながらも、前に学習した内容の振り返りや復習をこまめに授業の

中に取り入れる。または、選択授業の際には特に、苦手な分野を中心に授業を進め

ていく。

◎全国の学力・学習状況調査と同時に生活の意識調査もされました。

全国や神奈川県に比べて顕著なもののみお伝えします。

もえぎ野中の生徒は、朝早起きする子が多く、テレビを見る時間が少ないようです。ま

た、学校以外で学習している時間を多くとっている人も多く、特に塾に行く生徒の数は県

や国に比べてかなり多いです。また、家では読書する時間も多く、自ら計画を立てて学習

している子の比率が多いです。一方、規則や約束を守っている、という自覚をもつ生徒も

多く、特によくあいさつができる生徒の比率も高いです。学習では、国語も数学も好きな

子が多く、その必要性を感じている子や、よく理解していると感じる子の数も県や国に比

べてかなり多いです。間違えたところをしっかり直す子の比率も高く、それらが高い学力

維持につながっていると考えられます。ただ、じっくりと考え過ぎて、解答時間が足りな

かったという子の比率も高かったようです。



秋本番、勉強にスポー平成２０年度 １ １ 月 行 事 予 定 表
ツに読書に最適な季節と

なりました。有意義に今

月も過ごしてもらいたい

と思います。

１１／７（金）

個別支援級の生徒が区

合同で電車で新江ノ島水

族館へ行ってまいりま

す。みんな今から楽しみ

います。

１１／１２（水）

１２／１１の合唱コン

クールに向けていよいよ

各クラスも練習に熱が入

っています。この日は、

パートリーダーを集め、

各学年の課題曲のパート

練習をします。

11/19（水）～21（金）

後期の中間テストが３

日間実施されます。年度

当初にお配りした年間計

画は１８日からとなって

いましたが、一日遅くな

りましたので、ご承知お

きください。

１１／２６（火）

横浜人権センターより

杉藤旬亮氏をお呼びし、

全校が体育館に集まって

人権研修会を開催しま

す。どんなお話が聞ける

か楽しみです。

。 。お知らせ 生徒会選挙が無事修了しました 新しい生徒会の役員は次のとおりです

合わせて各委員会の委員長さんも掲載します。皆さん、もえぎ野中

学校のためにがんばってください。(敬称略)

；本根 新 学級委員長；天田 航生会 長

；小山 未歩 保健委員長；西田 奈美副会長

；西川 麻美・坂井 きらら 美化委員長；天野 友貴書 記

；江川 叶花 図書委員長；橘川 和会 計

放送委員長；船見 祐梨


